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　「社会思想史における個人の概念の変遷」という研
究課題は，目下のところ，「個人」概念と「わたし」
という概念についての研究におよんでいる。
　この「個人」概念と「わたし」という概念に関して
は，フラソスの哲学者デカルトの，「われ思う，ゆえ
にわれあり」の「われ」という概念を追及したことか
ら始めた。そして，「わたし」の概念が「個人」概念
に接触をもつのは，ヘーゲルにおいてはじめてである
ことを，へ一ゲルの『精神現象学』について研究し
たQしかし，ここで「個人」概念が「わたし」という
概念と接触したときには，「個人」概念が複数とな
り，また，「わたし」は，「われわれ」というふうに
複数的な表現をとるようになっていた。
　さらに，デカルトからヘーゲルまでのところを追及
して明らかなことは，これらの人々の「わたし」とい
う概念はまぎれもなく，思想家＝著者＝＝執筆者であ
る，当の人の単数第一人称としての表現であることで
ある。この問題については，このことをとくにしっか
り確認しておかねばならない。
　昨年度は，上記のへ一ゲルのあとをうけて，「わた
し」と「お前」という対立を問題にしている思想家を
とくに問題にした。こういう思想家として，まずフォ
イエルバッハをあげることができる。しかし，この問
題についてのフォイエルパッハの見解は断片的にしか
展開されておらず，かれの『死と不死について』とい
う論文をはじめとして，かれの諸著作をいろいろあさ
っているしだいである。
　「わたし」と「お前」の対立を問題にしているの
は，わが国の西田幾多郎にもみられる。かれのばあい
には，危機神学のえいきょうをうけて，この問題を取
扱うようになったのである。しかし，危機神学の創始
者であるキールケゴールでは，かならずしも，「わた
し」と「お前」という対立はいちじるしくあらわれて
いるとはいいえない。ここに西田幾多郎の独自な問題
点がある。この西田についても資料的な探求は一応済
んでいるが，論証においてはまだ不十分である。
　「個人」概念と「わたし」概念との関係を追及し，
ヘーゲルに至ると，ここでもう一つの見地があらわれ
てくるのがわかる。それは，ヘーゲルでは，「人格」
概念が比較明瞭な形で形成されているということであ
る。この「人格」は，日本語ではしばしば「個人」と
同一視されている。この「人格」概念の追及も，した
がって重要になってくる。
　ヘーゲルの「人格」概念は，とくに所有の概念との
連関であらわれる。これは，近代ブルジョアジーの形
成と一致した思想史的な歩みである。ここで面白いの
は，この「人格」は，アトム的な閉塞的な「個人」と
してではなく，関係的，社会的な存在として取扱われ
ているということである。ヘーゲルは，近代的「個
人」すなわち近代的「人格」をすでに関係的，社会的
な存在として取扱っているのであって，私的所有の主
体としての「個人」は，閉塞的であるといういわゆる
常識とは異なっているQこの点は，やがてマルクスへ
引継がれていく観点であろう。
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